
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ小野田地区の地域運営組織を立ち上げていく、令和６年度になりました。令和５年度

は、地域運営組織（RMO）の立ち上げに向けて、地域団体の代表の方々からなる検討会やワー

クショップ、小野田地区にお住まいの方へのアンケートなど、協議を重ねてきました。令和６年

度は、地域運営組織の立ち上げに向けて、組織や地域づくり計画など、より具体的な内容につい

て話し合いを進め、令和６年９月の設立総会、１０月からの立ち上げを目指していきます。 

地域運営組織（RMO：Region Management Organization）とは、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※裏面に「地域運営組織の取組について①②」 
（山陽小野田市）を載せています。 

メール onoda-center@city.sanyo-onoda.lg.jp 

令和６年４月１日 第１号 

小野田地域交流センター 

山陽小野田市栄町９番２５号 

電話 ８３－２７７５ 

８３－８３６１

小野田地区の地域運営組織立ち上げに向けて 

小野田地区のよ

さや誇りは… 

今後取り組んで

みたいことは… 

困っているこ

とや課題は… 

地域で暮らす様々な人々が中心となって、地域の様々な団体や人が話合いのもと、それぞ

れの役割を明確にしながら、地域の課題解決に向けた取組を持続的に実践する組織です。 

小野田地区のみなさ

んが主体となって、

小野田地区の『地域

づくり』を進めてい

く組織です。 

なぜ、いま、「地域運営組織」が必要？ 

 

地域課題が多様

化・複雑化（人口減少、

少子化、高齢化、担い手不足

…）し、行政と住民

がパートナーとな

って解決していく

ことが必要 

自治会協議会、

ふるさとづくり

協議会、地区社

会福祉協議会等

の団体が、より

連携できる仕組

みが必要 

 

10年先、20年

先も「持続可能

なまちづくり

の仕組み」を今

のうちから考

えていくこと

が必要 

協創によるまちづくり 


